
 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 お も な 予 定 

＊2 土 休館日 

＊3 日 休館日 

＊9 土 休館日 

＊10 日 休館日 

＊11 月 休館日：祝日【山の日】 

＊16 土 休館日 

15 金 【お盆のためゴミ収集お休みです】 

＊17 日 休館日 

 19 火 【高齢者カフェ、13：30～】 

＊23 土 休館日 

＊24 日 休館日【多賀夏まつり2025】 

＊30 土 休館日 

＊31 日 休館日 

 

202５年 8月行事予定 ＊は休館日 

 令 和 ７ 年 ８月 
多賀地区人口  ６月末現在 前月比 

男    2,697 （ ＋ 6 人 ） 

女    2,643 （ ＋ 3 人 ） 

計    5,340 （ ＋ 9 人 ） 

 
   世帯数    2,803 （ ＋ 10 戸）

戸 ） 

〒７９９－１３５４  

西条市北条６５４－１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ（０８９８）６４－２０８３ 

E－mail：taga-k@saijo-city.jp 

※多賀公民館H/P、QR コードはこちら  

 

 公 民 館 ニ ュ ー ス 

【 レーモンド松屋さんと太鼓で遊ぼう 】 

 
掲載遅れとなりましたが、６月の子ども教室において、レーモンド松屋さんによる『太鼓で遊ぼう』が実

施されました。 

この教室はレーモンド松屋さんが、子供たちに太鼓の楽しさを知ってほしい、音やリズム等、体を使って
太鼓に親しんでもらいたいとの思いから、公民館子ども教室で実施することとなりました。 

レーモンド松屋さんの気合の入ったご指導のもと、子供たちは緊張しながらも、いつもとは違った子ども
教室で、太鼓の練習を楽しんでいました。      レーモンド松屋さん、ありがとうございました。<(_ _)> 

＊多賀のきざえもん狸 →    を探せ！ → 公民館だよりの表・裏の中で分身したきざえもん狸が全部で５匹隠れているよ！  
 皆で競争して探してみてね。         

 

 ▲講師：レーモンド松屋さんのご紹介                

▲★★願いが届くといいね★★       

▲短く連打する練習、これ

もまたむずかしい(>_<) 

▲レーモンド松屋さん自己紹介 ▲手作りバチの作り方説明💦 

▲太鼓に見立てたイスを置き、先ずは

太鼓を打つかまえから      

▲かるくひざを曲げ、どっしりとかまえ、

腕を振り上げる、中々ハードな練習です💦  

、、でも楽しそう       

▲最後は指導していただいたレーモンド松屋

さんと記念写真を撮りました。        

▲みんな、段々とかまえが良く

なってきましたね   

▲たたく型もできてきたので、締太

鼓や小さい和太鼓を使って練習。 

公 民 館 ニ ュ ー ス 

【 短冊に願いを込め子供ら七夕飾りを制作 】 

 
７月5 日、子ども教室で七夕飾りが制作されまし

た。七夕様は織姫が機（はた）織り上手で働き者だっ
たという内容から、手芸や裁縫の上達を願う風習が原
型となり、現在の七夕飾り（短冊に願いごとを書き、
学問の上達などを願う）になってきたようです。 

子供らも折り紙で飾りを作ったり、それぞれ短冊に
願いをしたため笹竹に結びました。 

今回笹竹を提供いただきました北条の工藤様、暑い
中ご対応いただき有難うございました。<(_ _)> 

地 域 ニ ュ ー ス 

６月、千歳会による彩り活動が実施されまし
た。２週間程前より土づくりを行い、万全の体制
で準備していたこともあり、この日は朝から雨が
降る悪天候でしたが、花植え時間になる頃には小
雨になり、予定通り彩り事業を実施することが出
来ました。公民館の花壇やプランターには新たに 

花が植え替えられ、現在で 
は花も大きく華やかにな
り、訪れる方の癒しとなっ
ていす。        

▲7 月現在の花壇                

６月、高嶺会による彩り活動が実施されま
した。雨のため一週間遅れとなりましたが、
朝早くから三津屋集会所玄関周辺、大曲公園
公衆トイレ周辺プランターの土を入れ替え、
暑さにも強い花のベゴニアを植え、あざやか
な彩りとなりました。暑い中での作業お疲れ
様でした。<(_ _)>  

【 千歳会 彩り 活動 】 

 

【 高嶺会 彩り 活動 】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月・資源ごみ回収のご連絡！  
 
 
 

（ 当日 8：00 まで にお出し下さい ） 
 
 
 

● びん・スプレー缶・ペットボトル・・・・・６日（水） 

 ※コンテナにビン・スプレー缶を入れるときは、コンテナの高さ 
   以上に積み上げず、空いているコンテナに入れてください。 

※ スプレー缶は必ず穴をあけ、残ガス抜きしてください。 

      注：空き缶、陶器、乾電池は捨てないでください。 
 

 

● 古 紙 (ダンボール/新聞/雑誌 分別)・・・・１３日（水） 
注：新聞・雑誌・雑紙を混ぜたまま出している方がおられます。 

必ず分別をお願いします。（米袋は50ｃｍ以下に切り燃えるゴミへ） 

※ 収集日や分別内容の詳細は、市配布の家庭ごみ分別ガイドブック 

（R５年度～）をよくご確認いただき、お出しください。 

 

 

 

※中央公民館自転車置場と本
松寺は、 

・第１水曜日が、古紙です。 
・第２水曜日は、ペットボト 

ルなどです。 
※ 10：00～10：20 

     

 

 

 

● 日 時：８月２日・16 日・30 日（土） 
 
 

     

 

 

● 場 所：多賀小学校駐車場 

 

     

 

 ＊ お 知 ら せ  

【 移動図書館「カワセミ号」巡回のお知らせ 】 

・原爆死没者ならびに戦争で亡くなられた数
多くの方々のご冥福と平和を祈念するための
黙とうに、ご協力をお願いいたします。 

 

【 高嶺会 彩り 活動続き… 】 

▲大曲公園公衆トイレ前           ▲皆さんお疲れ様でした       

【 多賀小５年生、田植えで汗流す       】 

 
６月１６日、東予ふる里づくりの会（駝鳥倶楽部）ご協力のもと、総合学習の一環として５年生による田

植え体験が実施されました。雨のため当初の予定より約一週間遅れとなり、当日は薄曇りで晴れ間もある暑
い中ではありましたが、子供たちは元気いっぱい田植えで汗を流しました。 

素足で田んぼに入るのが苦手な子、なんか気持ちいいとはしゃぐ子、それぞれ田んぼの感触を感じる中、
苗の植え方や、ここまで準備していただいた皆さんへの感謝を思いながら、苗を大事に植えてくださいとの

先生からの『激』もあり、子供らはなかなか進まない田植えに、米作りの大変さを体感していました。 
また田植えをする途中での水分補給時間では、泥まみれになって楽しむ光景もあり、一生に一度有るか無

いかの田植え作業での子供らしい一面もかいま見え、ほっこりさせられました。       

 

▲１列・２列…と、田植作業が進むごとに姿もさまになり、テンポよくなっています      

▲投げ込まれた苗の泥を

浴び、笑顔がこぼれる子

どもとおじさま先生       
▲泥まみれになって田植えの合間を楽しむ子供ら      ▲暑さに負けず大きくなあれ   

【 多賀スポーツ少年団 紹介 】 

 
今月より不定期でスポーツ少年団クラブチームのご紹介をさせて 

いただきます。 第一回目は、円心会館（空手）をご紹介します。 

強い心と体を育てる空手を始めませんか？ 
子供たちに合わせたプログラムを用意し、初心者でも安心

して参加できるよう丁寧に指導します。 
空手を通じ、心身のバランス感覚や柔軟性、協調性や集中

力など様々なスキルが身に付きます。また、礼儀作法やマナ
ーなども学び、日々の生活でも役立てることができます。 

興味のある方は、東予東中学校武道場にて、水曜・金曜日
の午後7 時から練習していますのでぜひ、体験に参加してみ
てください。 

【 監督：神野 良助、部員数：１５名 】 

◀今回１名の写真

ですが、多賀小学

校生徒は２名在籍

しています。         

～ 毎 月10 日 は 人 権 を 考 え る 日 ～ 

 令和６年度人権問題に関する市民意識調査報告より、意識調査結果を掲載します。   
人権擁護課、西条市人権教育協議会では、令和６年５月２１日～６月１０日に「令和６年度 人権問題に

関する市民意識調査」を実施しました。これは、人権施策推進にあたり、５年に１度実施し、人権問題に関
する市民の意識を把握し、今後の施策の基礎資料とするものです。 
 詳細につきましては西条市ホームページ（人権擁護課）をご覧ください。 

（問26）次の施策のうち、部落問題を解決するため

に、あなたが必要だと思うものを選んでください。 

 

（問27）あなたは部落問題についての研修や学習を

どう思いますか。 

部落問題（同和問題）を解決するために 
  

 問26 で、部落問題を解決するために必要だと思うこと

について、「学校教育・社会教育を通じて、差別意識をな

くし、人権を大切にする教育・啓発活動を積極的に行う」

が最も多かった。差別解消のための方法は、やはり「教

育」に期待するところが大きいと言える。 

 学校教育・社会教育においては、計画的に「部落問題学

習」を行うことが大切ではないだろうか。わたしたちは、

部落差別をはじめとする様々な差別・人権侵害が存在する

社会で生きている。そのことは、「差別のある人間関係」

にわれわれが取り込まれていることを意味しており、多く

の場合、そのことを自覚できていない。したがって、きち

んと「差別の現実」から「正しく」学び、展望をもって差

別解消の「道筋」をみんなで考えることが必要である。 

ただ、被差別当事者に差別の原因を押しつけたり（差別は

「差別する側」の問題）、「普通の人とは違う」という考

えを持たせてしまうなど、被差別の立場の人がいたたまれ

なくなるような学習は、「差別の現実を知る、知らせる」

ということにとどまり、「差別の現実を通して自分や社会

を問い直す」という学習に至っていなかったりということ

もある。 

差別からの解放をめざすには、自己を振り返ることで自ら

の差別性に気づき、これまでの生活を問い直す中で、「意

識化（社会化のやり直し）」を継続的に実践していかなけ

ればならない。 

問27 の回答からは、「部落問題」の学習は、自分の人権

意識を変えることができると言える。 

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課 

●「 黙とう 」のご協力のお願い  
    ＊広島平和記念日：８月６日(水）午前８時１５分から１分間 

＊ながさき平和の日：８月９日(土)午前１１時２分から１分間 
＊戦没者を追悼し平和を祈念する日 

：８月 １５日（金）正午から１分間 

〈紹介文〉 


